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笛吹こども議会

市職員の給与などをお知らせします

水道料金改定について

確定申告はお早めに

川中島合戦参加者募集

輝け笛吹の未来

笛吹市探訪

くらしの情報

笛吹市環境ニュース

ふえふきトピックス

図書館インフォメーション

桃園お花見・マラソン参加者募集



　
11
月
26
日
、
市
内
全
小
学
校
か
ら
選
出

さ
れ
た
29
人
の
小
学
生
に
よ
る
「
笛
吹
こ

ど
も
議
会
（
野
沢
彩
葉
議
長
）
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
小
学
生
た
ち
は
、「
も

っ
と
素
敵
な
ま
ち
に
し
よ
う
〜
わ
た
し
た

ち
が
創
る
笛
吹
市
」
を
テ
ー
マ
に
質
問
や

意
見
な
ど
を
交
わ
し
、
「
小
学
生
が
考
え
る

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
荻
野
市
長
に
提

案
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
議
会
開
会
前
に
行
わ
れ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
よ
り
良
い
市
に
す
る

た
め
に
、
第
一
次
笛
吹
市
総
合
計
画
に
掲

げ
ら
れ
た
※

３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
に

つ
い
て
、
各
学
校
が
ま
と
め
た
考
え
を
持

ち
寄
り
、
委
員
が
「
に
ぎ
わ
い
」
・
「
や
す

ら
ぎ
」
・
「
き
ら
め
き
」
の
各
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
ま
と
め
ら
れ
た
意

見
は
、
こ
ど
も
議
会
の
中
で
市
へ
の
質
問

や
提
案
と
し
て
発
表
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し

て
市
長
や
関
係
部
局
長
が
答
弁
を
行
い
ま

し
た
。

　

問
…
こ
ど
も
議
会
か
ら
の
質
問

答
…
市
長
・
関
係
部
局
長
に
よ
る
答
弁

■
に
ぎ
わ
い
グ
ル
ー
プ

問
　
い
の
し
し
や
猿
な
ど
の
動
物
被
害
に

対
し
て
行
っ
て
い
る
対
策
は
。
ま
た
そ

の
効
果
は
。

答
　
獣
害
防
止
柵
（
さ
く
）
や
電
気
柵
、

カ
ラ
ス
の
捕
獲
器
等
な
ど
を
設
置
し
て

い
る
。
ま
た
、
被
害
防
止
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
る
。
警
察
や
猟
友
会
、
地

域
と
連
携
し
、
市
民
の
生
活
に
支
障
が

な
い
よ
う
に
取
り
組
む
。
（
産
業
観
光
部

長
）

問
　
市
の
果
物
や
温
泉
、
豊
か
な
自
然
を

全
国
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
観

光
マ
ス
コ
ッ
ト
や
宣
伝
用
ビ
デ
オ
を
作

製
し
て
は
ど
う
か
。

答
　「
桃
・
ぶ
ど
う
日
本
一
と
温
泉
の
郷
」、

「
甲
斐
国
千
年
の
都
笛
吹
市
」
と
し
て
全

国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
後
者
は
現
在
紹

介
冊
子
を
作
成
中
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
っ
て
い
る
が
、
細
か
い
積
み
重
ね

が
大
事
だ
と
考
え
る
。（
市
長
）

■
や
す
ら
ぎ
グ
ル
ー
プ

問
　
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
市
で
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
。
ま
た
今
後
の
予

定
は
。

答
　
専
門
指
導
員
が
、
交
通
安
全
週
間
な

ど
に
併
せ
て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

交
通
安
全
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
し
出
し
や
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
整
備
、
防
犯
灯
等
の
設

置
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
重
点
的
に
取

①
に
ぎ
わ
い

実
り
多
い
産
業
と
、
人
々
の
集
う
ま

ち
づ
く
り

②
や
す
ら
ぎ

環
境
に
や
さ
し
く
安
心
し
て
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

③
き
ら
め
き

個
性
輝
く
人
々
が
育
ち
、
活
躍
す
る

ま
ち
づ
く
り

　
り
組
み
た
い
。
（
市
民
環
境
部
長
）

問
　
市
で
は
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
。

答
　
市
で
は
、
ゴ
ミ
減
量
53
パ
ー
セ
ン
ト

作
戦
を
実
施
し
て
お
り
、
学
校
で
も
分

別
等
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
生
ゴ
ミ
の
た
い
肥
化
な
ど
二
酸

化
炭
素
の
抑
制
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

合
併
以
降
、
ゴ
ミ
を
28
パ
ー
セ
ン
ト
減
量

し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
型
社
会
に
向
け
、

さ
ら
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。（
市
長
）

■
き
ら
め
き
グ
ル
ー
プ

問
　
市
内
小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
図

画
大
会
、
講
演
会
、
音
楽
祭
な
ど
市
内

の
小
学
生
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流

を
深
め
る
機
会
を
つ
く
れ
る
か
。

答
　
球
技
大
会
や
講
演
会
等
は
何
件
か
実

施
し
て
い
る
の
で
、
今
後
、
皆
さ
ん
の

希
望
を
伺
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

音
楽
祭
は
大
き
な
会
場
が
必
要
な
の
で
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。
（
教
育
長
）

問
　
図
書
館
の
本
を
充
実
し
て
ほ
し
い
が
、

読
み
た
い
本
を
置
い
て
も
ら
え
る
か
。

答
　
本
は
、
各
図
書
館
の
司
書
が
バ
ラ
ン

ス
の
い
い
購
入
を
検
討
し
て
い
る
。
読

み
た
い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
ら
れ

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
先
生
に
相
談
を
。

（
教
育
次
長
）

■
に
ぎ
わ
い
グ
ル
ー
プ

○
笛
吹
市
の
「
に
ぎ
わ
い
」
に
は
、
観
光

の
P
R
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
市
民
が

も
っ
と
笛
吹
市
に
つ
い
て
知
り
、
観
光

ガ
イ
ド
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
「
笛
吹

検
定
」
の
実
施
を
提
案
す
る
。

■
や
す
ら
ぎ
グ
ル
ー
プ

○
学
校
で
は
、
節
電
・
節
水
に
取
り
組
み
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
も
作
っ
て
い
る
。
環
境

問
題
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
、

学
校
や
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

設
置
を
提
案
す
る
。

■
き
ら
め
き
グ
ル
ー
プ

○
昔
の
遊
び
や
ス
ポ
ー
ツ
、
絵
や
習
字
、

地
域
の
歴
史
探
検
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
職

業
体
験
を
す
る
な
ど
、
地
域
の
人
た
ち

と
交
流
し
な
が
ら
学
び
た
い
。
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
な
ど
を
通
じ
、
お
年
寄
り

に
も
っ
と
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば

う
れ
し
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
学
習
し
、
お
年
寄
り
や

障
害
の
あ
る
人
も
一
緒
に
交
流
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
や
、
場
所
が
で
き
れ
ば
い
い

と
思
う
。

　
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
提
案
は
、

子
ど
も
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
、
荻
野
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
今
回
の
提
案
を
可
能
な
限
り

施
策
に
反
映
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
、
「
も
っ
と
素
敵

な
」
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

みんなでまとめた意見などを発表

こども委員の皆さん

野
沢�

彩
葉

古
屋�

秀
典

小
林�

永
人

山
内�

彩
夏

宮
澤�

悠
音

中
村�
祐
斗

旗
持�
琴
音

小
池�

凛
太
郎

山
本�

文
太

大
久
保�

遥
加

芦
沢�

花
音

小
俣�

瑠
菜

西
牧�

礼
奈

浅
尾�

佳
穂

清
水�

光
希

三
井�

奨
平

渡
辺�

祐
希

斉
藤�

　
丞

今
井�

祐
介

篠
原�

菜
月

山
下�

皓
大

三
科�

充
葉
子

鈴
木�

優
太

弦
間�

　
崇

向
山�

竜
平

掛
本�

瑠
偉

穴
山�

達
也

中
村�

梨
乃

西
川�

真
由

6
年
6
年
5
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
5
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年
6
年

芦
川
小
学
校

石
和
東
小
学
校

石
和
西
小
学
校

石
和
北
小
学
校

富
士
見
小
学
校

一
宮
南
小
学
校

一
宮
北
小
学
校

御
坂
東
小
学
校

境
川
小
学
校

春
日
居
小
学
校

芦
川
小
学
校

石
和
東
小
学
校

石
和
南
小
学
校

石
和
北
小
学
校

一
宮
西
小
学
校

一
宮
南
小
学
校

御
坂
東
小
学
校

御
坂
西
小
学
校

八
代
小
学
校

境
川
小
学
校

石
和
西
小
学
校

石
和
南
小
学
校

富
士
見
小
学
校

一
宮
西
小
学
校

一
宮
北
小
学
校

御
坂
西
小
学
校

八
代
小
学
校

春
日
居
小
学
校

芦
川
小
学
校

きらめきグループ やすらぎグループ にぎわいグループ 笛
吹
こ
ど
も
議
会
委
員
（
敬
称
略
）

議
長



単位：千円

単位：千円

部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

議会� 6� 6� 0

総務� 144� 142� △�2� 市民活動支援課振興担当廃止

税務� 38� 37� △�1� 支所事務統合

労働��� 0

農林水産� 21� 22� 1� 芦川地域活性化担当設置

商工� 11� 10� △�1� 観光企画担当県交流職員配置

土木� 35� 33� △�2� 区画整理・計画指導担当スリム化

民生� 153� 141� △�12� 保育所職員退職等

衛生� 44� 39� △�5� 健康づくり課業務統合

　　小　計� 452� 430� △�22

教育� 97� 96� △�1� 生涯学習課地域教育担当廃止

消防� 79� 82� 3� 消防職員採用

　　小　計� 176� 178� 2

水道� 31� 26� △�5� 水道企業団派遣職員派遣解除ほか

下水道� 17� 17� 0

その他� 26� 32� 6� 国保保健指導担当設置ほか

　　小　計� 74� 75� 1

�� 702� 683� △�19

（注）1�職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、
� 臨時または非常勤職員を除いています。

一般行政部門

特別行政部門

公営企業会計
部門

合計

主な増減理由
部門

区分 職員数

平成１9年 平成20年
対前年
増減数

　市の人事行政における公正性と透明性を高めるため、地方公務員法や市の条例に基づき、

職員の任用、職員数、給与その他の人事に関する運営状況についてお知らせします。

給与の種類と内容（平成20年4月1日現在）

給
　
　
与

毎月支給

臨時に支給

特殊な職務や特殊な勤
務についた時の実績に
応じて支給

○給料……………………職種や職務に応じた給料表に定める額
○扶養手当………………配偶者13,000円・その他6,500円
○住居手当………………【借家の場合】家賃が12,000円を超える時に支

給し、家賃の額に応じ最高27,000円まで
　　　　　　　　　　　【持ち家の場合】4,000円
○通勤手当………………運賃55,000円までは全額、55,000円超は2分1

を支給
　　　　　　　　　　　自動車使用者は、通勤距離に応じ支給
○その他…………………へき地手当など

○期末・勤勉手当………ボーナスに相当する手当
（年間4.50カ月）
（再任用職員　2.35カ月）

○退職手当………退職したとき
（勤務年数に応じ0.6～59.28カ月）

○特殊勤務手当…………危険・困難・不健康な勤務についた時
・防疫等作業手当：作業1日につき290円
・行旅病人取扱手当：病人1人1,800円、
　　　　　　　　　　死体1体6,000円
・救急業務従事手当：出動１回につき200円
・救急救命士従事手当：１カ月につき5,000円
・災害業務従事手当：出動1回につき500円
　(はしご自動車などを使用して高所活動に従事）

○時間外勤務手当………正規の勤務時間を超えて勤務した時
○その他…………………管理職手当など

管理職手当：管理または監督の地位にある職員の
うちその職務の特殊性に基づき規則で定められた
職にある者に支給
役職に応じて25,400円～78,250円を支給

※本市の特殊性を考慮し、住居手当は国の支給方法と異なっています。

歳出に占める人件費の状況(平成19年度普通会計決算） 給与費の状況（平成19年度普通会計決算）

※「笛吹市の給与・定員管理等について」は、市ホームページでご覧いただけます。
■問合せ先　総務部　総務課　人事給与担当　☎０５５(２６２)４１１１

平均給料月額（平成20年4月1日）

310,600円（平均年齢37.6歳）

309,000円（平均年齢41.3歳）

297,200円（平均年齢39.2歳）

237,400円（平均年齢50.4歳）

324,300円（平均年齢43.0歳）

消防職

福祉職

看護・保健職

単労職（学校給食）

一般行政職

初任給の状況（平成20年4月1日）

消防職（大卒）

福祉職（大卒）

看護・保健職（大卒）

単労職（高卒）

行政職（大卒）

195,700円

184,200円

198,300円

129,200円

172,200円

経験年数別平均給料月額の状況（平成20年4月1日）

行政職（大卒） 行政職（高卒） 消防職（高卒）

■�経験年数10年
■�経験年数15年
■�経験年数20年

264,300円264,300円

301,900円

361,400円

219,000円

265,000円

314,200円

261,200円

303,700円

343,100円

5,150,756

18.6%

4,439,303

16.0%

5,640,250

20.3%

3,186,690

11.5%

9,305,345

33.6%
計

27,722,344千円

100%

■�人件費
■�その他
■�扶助・補助費
■�公債費
■�投資的経費

■�給料
■�諸手当
■�期末・勤勉手当

2,335,807

63.4%

362,354

9.8%

984,618

26.7%

計�3,682,779千円

100%

職員１人当たり
給与費�5,836千円



　
以
上
が
審
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見

書
の
概
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
公
営
企
業
部
　
業
務
課

　
☎
0
5
5（
2
6
1
）
3
3
4
5

　
市
内
の
水
道
使
用
料
金
は
、
平
成
16
年

の
6
町
村
に
よ
る
合
併
協
議
の
中
で
、
「
当

面
現
行
の
と
お
り
と
し
、
で
き
る
限
り
早

期
に
新
市
に
お
い
て
統
一
を
す
る
」
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
芦
川
村
が
加
わ
る
中
で
、
平

成
18
年
10
月
か
ら
旧
7
町
村
間
で
異
な
る

料
金
統
一
に
つ
い
て
の
検
討
が
重
ね
ら
れ
、

今
回
、
同
審
議
会
の
意
見
書
と
し
て
提
出

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
意
見
書
を
基
に
料
金
改

定
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　
●
基
本
料
金
に
つ
い
て

　
基
本
料
金
（
2
カ
月
単
位
）
の
中
に
20
立

方
メ
ー
ト
ル
の
基
本
水
量
を
設
け
、
そ
の

範
囲
で
定
額
1
8
0
0
円
と
す
る
。

　
た
だ
し
、
簡
易
水
道
と
し
て
残
る
芦
川

町
は
、
基
本
料
金
を
60
立
方
メ
ー
ト
ル
ま

で
１
０
０
０
円
（
現
行
８
０
０
円
）
と
し
、

他
の
地
域
と
の
調
和
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　●
超
過
料
金
に
つ
い
て

　
基
本
水
量
を
超
え
る
1
立
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
の
料
金
は
、
21
立
方
メ
ー
ト
ル
か

ら
50
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
を
1
1
0
円
、

51
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
1
0
0
立
方
メ
ー

ト
ル
ま
で
を
1
3
0
円
、
1
0
1
立
方
メ

ー
ト
ル
以
上
を
1
5
0
円
と
す
る
。

　
た
だ
し
、
芦
川
町
は
従
前
の
と
お
り
と

す
る
。

　
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
使
用
料
は
口
径
13
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
で
1
1
0
円
と
し
、
口
径
13
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
外
の
メ
ー
タ
ー
使
用
料
に
つ

い
て
は
、
口
径
13
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
基
本
に

原
価
計
算
を
行
い
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

●
激
変
緩
和
措
置

　
境
川
町
に
つ
い
て
は
大
幅
な
改
定
と
な

る
た
め
、
2
カ
年
を
か
け
て
統
一
す
る
。

●
使
用
料
の
試
算

　
試
算
に
よ
る
と
改
定
率
は
平
均
22
・
70
パ

ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

◆
口
径
13
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
2
カ
月
に
50

立
方
メ
ー
ト
ル
使
用
し
た
場
合
の
料
金（
消

費
税
込
み
）
は
、
芦
川
町
以
外
は
５
４
７

０
円
と
な
り
、
芦
川
町
は
１
１
６
５
円

と
な
り
ま
す
。

●
付
帯
事
項
に
つ
い
て

・
改
定
後
3
カ
年
は
据
え
置
く
も
の
と
し
、

改
定
を
行
う
際
は
、
市
民
へ
の
理
解
を

得
る
た
め
周
知
徹
底
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

・
料
金
改
定
時
期
に
つ
い
て
は
平
成
21
年

10
月
1
日
と
す
る
。

祖父江会長（右）が荻野市長へ意見書を提出

　
12
月
19
日
、
市
内
の
水
道
使
用
料
金
統
一
の
た
め
の
適
正
な
料
金
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
検
討
を
重
ね
て
き
た
上
下
水
道
事
業
審
議
会
（
祖
父
江
正
会
長
）
か
ら
荻
野
市
長
に

意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

1,000円

30円

50円

80円

110円

基本料金（60㎥まで）

超過料金

（1㎥当たり）

61～140㎥

141～200㎥

201㎥以上

メーター使用料
（口径13㎜）

芦川町地域

1,800円

110円

130円

150円

110円

基本料金（20㎥まで）

超過料金

（1㎥当たり）

21～50㎥

51～100㎥

101㎥以上

メーター使用料
（口径13㎜）

芦川町以外の地域

地　域

石和町

御坂町

一宮町

八代町

境川町

春日居町

芦川町

現行料金

4,620円

5,302円

4,662円

4,200円

2,730円

4,830円

840円

改定後
の差額

850円

168円

808円

1,270円

2,740円

640円

325円

山中へ消火活動に向かう消防団員

　
11
月
18
日
の
市
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

齋
藤
幸
三
氏
と
曽
根
敦
子
氏
が
教
育
委

員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
20
年
11
月
30
日
か
ら
平
成
24
年
11

月
29
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　
な
お
、
11
月
30
日
か
ら
の
新
し
い
教

育
委
員
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

委
員
長

　
田
中
昭
子（
春
日
居
町
桑
戸
）

委
員
長
職
務
代
理

　
水
上
昭
夫（
御
坂
町
成
田
）

委
員
　
齋
藤
幸
三（
石
和
町
小
石
和
）

　
曽
根
敦
子（
境
川
町
石
橋
）

　
桑
原
　
明（
境
川
町
寺
尾
）

教
育
長

　
山
田
武
人（
一
宮
町
中
尾
）

　
12
月
28
日
午
後
３
時
42
分
、

笛
吹
市
と
甲
府
市
に
ま
た
が

る
大
蔵
経
寺
山
で
山
林
火
災

が
発
生
し
、
全
体
で
55
・
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
笛
吹
市
側
は
５
・

６
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
焼
失
し
ま

し
た
。

　
現
場
で
は
、
両
市
の
消
防

団
員
や
消
防
本
部
職
員
な
ど

に
よ
る
懸
命
な
消
火
活
動
が

行
わ
れ
た
ほ
か
、
山
梨
県
を

は
じ
め
近
隣
４
都
県
、
陸
上

自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
、

上
空
か
ら
消
火
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
赤
奉
仕
団
や
山

林
組
合
関
係
者
な
ど
が
消
火

活
動
の
支
援
に
あ
た
る
な
ど
、

笛
吹
市
関
係
の
延
べ
出
動
人

員
は
１
０
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。

■問合せ先　産業観光部　観光商工課　商工労働担当　☎�05 5（2 6 2）4 1 1 1

　市では、厳しい経済状況や雇用失業情勢に対応するため、緊急雇用・経済対策会議を設置しました。

相談窓口は次のとおりです。

　　　　　　　　窓口：市役所観光商工課商工労働担当および各支所

　中小企業労働相談所やハローワーク、笛吹市シルバー人材センター、労働基準監督署と連動した、雇用

や労働条件などに関する相談

　　　　　　　　　　　　　　��窓口：市役所観光商工課商工労働担当

　「中小・小規模企業者緊急保証制度」や従業員数が20人以下（商業またはサービス業は

５人以下）の小規模企業者のための「笛吹市小規模企業者小口資金融資制度」の相談

　中小企業診断士による無料なんでも相談

○日時　２月７日（土）・21日（土）　午前10時～午後４時

○対象　市内の中小企業の方

○会場　市役所本庁３階第３会議室

○内容　中小企業相談士が、１対１でご相談をお受けします。（45分程度）

※財務診断をご希望の方は、決算書（確定申告書）２年分など、相談に必要と思われる資料を持参

してください。

○申込方法

相談希望の方は、各相談日２日前までにお申し込みください。

申込書は、市役所観光商工課窓口でお受け取りいただくか、または市ホームページからダウンロ

ードしてください。

雇用労働相談

中小企業経営相談

中小・小規模企業者金融相談



※土地・建物などの譲渡所得のある方は、直接税務署で申告をしてください。
※指定された日時が都合の悪い方は、予備日をご利用ください。
※申告した内容は、国民健康保険税・介護保険料・長寿医療保険（後期高齢者医療保険）料などの算定や負担区
分の判定などに必要な賦課資料になります。
　また、申告不要の上場株式の配当または譲渡所得があった方は、確定申告をすると所得税、市･県民税が還付
されることがありますが、国民健康保険税・介護保険料・長寿医療保険（後期高齢者医療保険）料などの算定
や負担区分の判定などにおける所得金額に算入されます。

■日曜確定申告会場開設（２月22日・３月１日　�午前９時～11時　午後１時～４時）
　市役所本庁３階会場のみ開設します。笛吹市全域が対象となりますのでご利用ください。
■e-Tax作成コーナー開設
　市役所本庁3階会場に開設しますのでご利用ください。ただし、事前に電子証明書などの準備が必要です。
■税理士会の無料申告相談
　税理士が所得税および消費税の申告相談を行います。（土地・建物・株式などの譲渡所得のある方を除く）
　○日時　３月２日(月）・３日(火)　　午前10時～11時30分　午後１時～３時30分
　○場所　市役所本庁３階

■問合せ先
　・総務部　税務課　市民税担当　☎０５５(２６２)４１１１
　　または各支所
　・山梨税務署　個人課税担当　　☎０５５３(２２)１４１１

申
告
期
間

　
２
月
16
日（
月
）〜
３
月
16
日（
月
）

受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
11
時

　
午
後
１
時
〜
４
時

受
付
場
所

　
市
役
所
本
庁
３
階
・
各
支
所

　（
境
川
地
域
は
境
川
防
災
セ
ン
タ
ー
）

■
申
告
が
必
要
な
方

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、
笛
吹
市
に

住
所
を
有
す
る
方
で
、
次
に
該
当
す
る

方
①
平
成
20
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
方

②
給
与
所
得
者
の
場
合

・
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
が

な
か
っ
た
方

・
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
方

・
平
成
20
年
中
に
勤
務
先
を
退
職
し
、
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方

・
平
成
20
年
中
に
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を

受
け
取
っ
た
方

・
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
方

③�

収
入（
所
得
）が
な
い
方
の
場
合

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
所
得
証
明
が

必
要
な
方

■
申
告
時
の
持
ち
物

○
申
告
書
（
税
務
署
や
市
役
所
か
ら
送
付
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
税
務
課
窓
口
ま
た

は
申
告
会
場
に
備
え
付
け
の
申
告
書
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
）

○
印
か
ん

○
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
者
・
年
金
受
給

者
な
ど
）

○
収
支
内
訳
書
ま
た
は
収
支
決
算
書
（
営
業

な
ど
・
農
業
・
不
動
産
所
得
者
）

○
控
除
関
係
書
類
（
医
療
費
の
領
収
書
、
生

命
・
地
震（
損
害
）保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書
）

■
固
定
資
産
税

　
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
以
外
で
申
告

さ
れ
る
方
や
、
事
前
に
租
税
公
課
の
算

出
を
し
た
い
方
は
、
７
月
に
送
付
し
ま

し
た
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
に
同
封

さ
れ
て
い
る
課
税
明
細
書
で
算
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
紛
失
し
た
場
合
は
、
市
税
務
課
・
各

支
所
窓
口
で
、
有
料
で
名
寄
帳
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
国
民
健
康
保
険
税
・
長
寿
医
療
保
険
（
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
）料

　
領
収
書
や
振
替
口
座
の
通
帳
な
ど
で

金
額
を
確
認
し
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
金
額
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
市
国

民
健
康
保
険
課
・
各
支
所
窓
口
で
納
税

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課
　

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

■
国
民
年
金
保
険
料

　
確
定
申
告
に
は
、
必
ず
国
民
年
金
保

険
料
控
除
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
が
必

要
で
す
。
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
は
11
月
上
旬
に
送
付
し
ま
し
た
が
、

紛
失
し
た
場
合
は
社
会
保
険
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
20
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
の
間

に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
の
証
明
書
は
、
２
月
に
送
付
さ

れ
る
予
定
で
す
。

○
問
合
せ
先

　
社
会
保
険
事
務
所
　
控
除
証
明
専
用
ダ
イ

ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

　（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

■
介
護
保
険
料

　
領
収
書
や
振
替
口
座
の
通
帳
な
ど
で

金
額
を
確
認
し
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
金
額
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
市
介

護
保
険
課
・
各
支
所
窓
口
で
納
付
証
明

書
を
発
行
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　
介
護
保
険
課
　
介
護
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
３

　
　
　
　
　

　
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま
で
に

入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

受
け
て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
方
は
、
翌

年
度
の
住
民
税
（
所
得
割)

か
ら
控
除
で
き

ま
す
。

○
控
除
申
請
書
の
提
出
の
仕
方

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

確
定
申
告
書
と
共
に
税
務
署
ま
た
は
市

役
所
本
庁･

支
所
へ
提
出
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
方

源
泉
徴
収
票（
原
本
）を
添
付
し
て
市
役
所

本
庁･

支
所
へ
提
出
。

○
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

平成20年分「所得税」の確定申告と平成
21年度分「市県民税」の申告相談および
受付が始まります。

2月16日（月）
�

17日（火）
�

18日（水）
�

19日（木）
�

20日（金）
�

23日（月）
�

24日（火）
�

25日（水）
�

26日（木）
�

27日（金）
�

3月2日（月）
�

3日（火）
�

4日（水）
�

5日（木）
�

6日（金）
�

9日（月）
�

10日（火）
�

11日（水）
�

12日（木）
�

13日（金）
�

16日（月）

午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時
午前９時～11時
午後１時～ 4時

南（１～４組）
南（５～１０組）
南（１１～１４組）
南（１５～２０組）
南（２１～２４組）
南（２５～３４組）
南（３５組～　）
北（１～４組）
北（５～７組）
北（８～１２組）
北（１３～１５組）
北（１６～２１組）
北（２２～２７組）
北（２８組～　）
高家（１～４組）
高家（５～１０組）
高家（１１組～　）
岡（３～４組）
岡（１～２組）
岡（５～７組）
岡（８～１０組）
岡（１１組～　）
増田（１～２組）
増田（３～５組）
増田（６組～　）
奈良原（全）
竹居（１～５組）
竹居（６組～　）
永井（１～２組）
永井（３～５組）
永井（６組～　）
米倉（１～３組）
米倉（４～５組）
米倉（６組～　）

　　予備日

末木

坪井

石・南野呂

中尾

下矢作・竹原田

市之蔵・金沢

田中

本都塚・神沢

国分

一ノ宮・東新居

北都塚・東原

小城・塩田

金田・土塚

千米寺・上矢作

北野呂・地蔵堂

新巻・狐新居

　　予備日

大黒坂

小黒坂

小黒坂

小山

前間田

前間田

石橋

石橋

石橋
三椚

大坪・境

大窪
藤垈

藤垈

藤垈

原

原

上寺尾

中寺尾・間門

　���予備日

上芦川

新井原

中芦川

鶯���宿

二之宮

夏目原

金川原

井之上

下井之上
県営団地
八千蔵
尾山
蕎麦塚
国衙
下野原
栗合
藤野木・新田・立沢
戸倉・十郎
新上宿・坂野
道場・駒留
若宮
八反田

下黒駒

成田

成田
下成田
竹居
大野寺
二階

　　�予備日

芦　川日　時
地　　区　　名

御　坂 一　宮 八　代 境　川

※石和・春日居は特に地区の指定はありませんので、期間内に確定申告を行ってください。



繰り広げられる迫力のシーン

　市では、県内の他市町村と合同で、市税の滞納処分で差し押さえた不動産を公売します。

■参加資格　どなたでも参加できます。（ただし滞納者本人などを除く）�

■日　　時　３月３日（火）　午後１時　開場　
　　　　　　※中止になる場合もありますので、事前にご確認ください。

■場　　所　東八代合同庁舎３階大会議場（石和町広瀬７８５）

■公売方法　入札
※参加者は、入札日当日、現金での公売保証金納付が必要になります。
　詳しくは、市収税課または各支所、県税事務所などにある「合同不動産公売案内」や市ホーム
ページをご覧いただくか、お問い合わせください。

■問合せ先　総務部　収税課　収納担当　☎０５５（２６２）４１１１

　
所
得
税
法
や
地
方
税
法
に
よ
り
、
所
得
申

告
す
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
な
ど
が
障
害

者
の
場
合
、
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者

○
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
満
65
歳
以
上
で
、
常
に
寝
た
き
り
で
複
雑

な
介
護
を
要
す
る
方

○
身
体
障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害
者
に
準
ず

る
も
の
と
し
て
、
市
町
村
長
な
ど
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方

　
対
象
者
は
、
平
成
20
年
12
月
31
日
現
在
、

障
害
を
お
持
ち
だ
と
認
め
ら
れ
る
方
で
す
。

申
請
者
が
控
除
対
象
に
該
当
す
る
場
合
、

市
で
は
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

を
交
付
し
ま
す
。

※
確
定
申
告
の
際
、
交
付
さ
れ
た
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
を
提
出
し
な
い
と
控

除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法

介
護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
受
付
場
所
に

あ
り
ま
す
。

■
持
ち
物
　
印
か
ん

※
な
お
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、

必
ず
し
も
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課
　

　
認
定
審
査
担
当
　

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
３

　
平
成
21
年
１
月
以
降
に
、
新
た
に
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
交
付
さ
れ
た

方
で
、
平
成
20
年
12
月
31
日
現
在
、
障
害
を

お
持
ち
だ
と
判
断
で
き
る
満
65
歳
以
上
の
方

に
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
交
付
し

ま
す
。

■
申
請
方
法

福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
受
付
場
所
に

あ
り
ま
す
。

■
持
ち
物

平
成
21
年
１
月
以
降
に
新
た
に
発
行
さ

れ
た
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、

印
か
ん

※
た
だ
し
、
手
帳
申
請
時
の
診
断
書
・
意
見

書
な
ど
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
認
定
書

を
交
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
　

　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
０
５
５(

２
６
２)

１
２
７
１

　市では税金の滞納整理を強化しています。催告にも関わ

らず税金を納付していただけない滞納者に対しては、タイ

ヤロック（自動車の差し押さえ）などを行っています。差し

押さえ対象の財産は、それ以外に動産、不動産、預金、給与、

生命保険などがあります。

　自主財源確保と納税の公平・公正性のために、納期限内

の納付にご協力をお願いします。

あなたも戦国絵巻の登場人物になりませんか

タイヤロック(例)

　

■
参
加
条
件
・
募
集
人
数
な
ど

　
合
戦
可
能
な
健
康
な
方（
高
校
生
以
上
）

○
一
般
参
加
者
　
７
０
０
人
　

　（
10
人
以
上
20
人
未
満
で
１
グ
ル
ー
プ
）

※
１
人
や
２
人
の
個
人
で
も
参
加
可
能
で
す

が
、
混
合
グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
す
。

○
協
賛
企
業
　
６
社
　

　（
10
人
以
上
20
人
未
満
で
１
グ
ル
ー
プ
）

※
10
人
以
下
は
不
可
で
す
。

※
背
旗
を
準
備
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
武
田

軍
20
人
、
上
杉
軍
20
人
ま
で
参
加
で
き

ま
す
。

■
各
人
物
役
の
一
般
公
募（
特
別
参
加
者
）

○
上
杉
軍
大
将「
上
杉
謙
信
公
役
」１
人

　
参
加
費
　
５
万
円

(

シ
ナ
リ
オ
に
応
じ
て
単
独
で
演
じ
る
場

面
が
あ
り
ま
す)

○
上
杉
謙
信
の
側
近「
安
養
院
役
」１
人

　
参
加
費
　
３
０
０
０
円

○
武
田
軍
の
湖
衣
姫
の
側
に
仕
え
る
お
姫
隊

「
湖
衣
姫
御
側
役
姫
隊
」女
性
２
〜
４
人

参
加
費
　
１
人
３
０
０
０
円

(

お
姫
隊
は
着
物
を
着
る
の
で
、
参
戦
は

で
き
ま
せ
ん
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
人
数
な
ど
に
よ
り
、
必
ず
し
も
ご
希

望
の
軍
や
隊
と
し
て
参
加
で
き
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

■
参
加
費

○
一
般
参
加
者
　
１
人
３
０
０
０
円

（
甲
冑
（
か
っ
ち
ゅ
う
）
代
・
お
弁
当
・
記

念
品
・
記
念
写
真
・
保
険
料
）

※
市
民
は
無
料
で
す
。

○
協
賛
企
業
　
協
賛
金
20
万
円

（
甲
冑
代
・
お
弁
当
・
記
念
品
・
記
念
写

真
・
保
険
料
・
P
R
店
舗
出
店
料
、
協

賛
企
業
特
典
）

■
協
賛
企
業
特
典

①
当
日
の
会
場
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
会
社
を
Ｐ
Ｒ

②
会
社
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
背
旗
の
取
り
付
け
可

③
当
日
の
Ｐ
Ｒ
出
店
ブ
ー
ス
設
営
可
（
出
店

テ
ン
ト
無
料
貸
し
出
し
）

④
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
企
業
名
掲
載

⑤
合
戦
に
伴
う
昇
り
旗
の
製
作
・
掲
揚

■
申
込
方
法

「
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
生
年
月
日
」
を
記
入
し
て
、
Ｅ
メ

ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵
送
の
い
ず
れ

か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
申
し
込
み
後
、
申
込
書
が
届
い
た
か
ど

う
か
の
確
認
の
お
電
話
を
、
必
ず
笛
吹

市
観
光
連
盟
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分〈
祝

日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
〉）

※
電
話
確
認
が
無
い
場
合
は
、
申
し
込
み
が

完
了
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
な
お
、
参
加
費
入
金
確
認
時
点
で
、
初
め

て
申
し
込
み
完
了
と
な
り
ま
す
。

※
ま
た
、
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
お
申

し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
笛
吹
市
、
石
和
温
泉
観
光
協
会
、
石
和
温

泉
旅
館
協
同
組
合

■
申
込
受
付
締
切

○
一
般
参
加
者
　
２
月
27
日（
金
）

○
協
賛
企
業
　
　
２
月
13
日（
金
）

※
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
観
光
連
盟

〒
４
０
６
―
８
５
１
０

笛
吹
市
石
和
町
市
部
７
７
７

笛
吹
市
役
所
　
産
業
観
光
部

観
光
商
工
課
内
「
川
中
島
合
戦
事
務
局
」

☎
０
５
５（
２
６
１
）２
８
２
９

℻
０
５
５（
２
６
２
）８
５
０
７

Ｅ
メ
ー
ル

k
a
sse
n
@
c
ity
.fu
e
fu
k
i.lg
.jp

■
開
催
日
　
４
月
19
日（
日
）

■
場
所
　

　
市
役
所
本
庁
舎
前
河
川
敷



大蔵経寺山古墳群第15号墳調査風景（1984年）

　　周濠で発見された

　　粘土製人形（図1）

大蔵経寺山古墳群・第15号墳の積石 第15号墳実測平面図

　
石
和
町
北
部
の
松
本
に
あ
る
大
蔵
経
寺（
だ

い
ぞ
う
き
ょ
う
じ
）
周
辺
に
は
、
古
墳
が
数

多
く
存
在
し
ま
す
。

　
３
年
前
に
発
掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

大
蔵
経
寺
前
の
平
地
に
は
、
狭
い
範
囲
に
直

径
20
メ
ー
ト
ル
か
ら
30
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円

墳
が
肩
を
接
す
る
よ
う
に
群
在
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
古
墳
群
は
、

周
り
に
数
メ
ー
ト
ル
幅
の
溝（
周
濠（
し
ゅ
う

ご
う
））を
持
ち
、
遺
体
を
保
護
す
る
石
の
部

屋
の
上
に
土
を
盛
っ
た
も
の
で
、
５
世
紀
頃

に
造
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
図
１
の

高
さ
４
・
９
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
粘
土
製
人

形
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
祭
祀（
さ
い
し
）に

使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
石
和
町
北
部
に
は
、
前
述
の
土
盛
り
の
古

墳
以
外
に
、
石
を
積
み
上
げ
て
造
っ
た
積
石

塚
古
墳（
つ
み
い
し
づ
か
こ
ふ
ん
）が
あ
り
ま

す
。
東
日
本
で
は
あ
ま
り
類
例
の
な
い
特
殊

な
も
の
で
、
大
蔵
経
寺
山
の
ふ
も
と
か
ら
中

腹
に
か
け
て
、
春
日
居
側
、
石
和
側
に
そ
れ

ぞ
れ
十
数
基
あ
る
こ
と
が
分
っ
て
い
ま
す
。

　
積
石
塚
古
墳
が
造
ら
れ
た
の
は
、
古
墳
時

代
後
期
に
あ
た
る
６
、
７
世
紀
で
す
。
こ
の

古
墳
は
、
山
の
石
だ
ら
け
の
斜
面
に
あ
り
、

土
の
代
わ
り
に
大
小
の
石
を
積
み
上
げ
て
、

墳
丘
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
山
塊（
さ
ん
か
い
）の
す
そ
を

巡
る
よ
う
に
、
甲
府
市
横
根
町
、
桜
井
町
に

も
積
石
塚
古
墳
１
４
５
基
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
以
外
に
は
、
甲
府
市
湯
村
と

千
代
田
湖
南
の
天
狗
山
に

一
つ
ず
つ
あ
る
だ
け
で
す
。

　
積
石
塚
古
墳
に
つ
い
て

は
、
き
ち
ん
と
調
査
さ
れ

た
例
が
非
常
に
少
な
く
、

初
め
て
造
ら
れ
た
の
が
い

つ
頃
か
、
ど
の
よ
う
な
人
々

が
造
っ
た
の
か
、
い
ま
だ

に
不
明
で
す
。
副
葬
品（
遺

体
と
一
緒
に
埋
め
ら
れ
た

品
々
）
に
は
、
朝
鮮
半
島

に
類
似
品
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
渡
来
人
の
集
団

が
造
っ
た
と
い
う
説
も
あ

り
ま
す
が
、
日
本
風
副
葬
品
も
同
時
に
見
つ

か
っ
て
い
る
の
で
、
渡
来
人
説
が
正
し
い
と

断
定
す
る
に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

　
春
日
居
町
の
山
梨
岡
神
社
の
す
ぐ
北
に
あ

る
保
雲
寺
周
辺
の
山
す
そ
は
、
積
石
塚
古
墳

と
土
盛
古
墳
が
密
集
し
て
い
る
地
域
で
、
そ

こ
に
隣
同
士
で
並
ぶ
「
狐
塚
古
墳
」
と
「
寺

の
前
古
墳
」
か
ら
は
、
銅
製
の
お
わ
ん
（
仏

具
）
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
２

つ
の
古
墳
の
近
く
に
あ
る
「
寺
の
前
３
号
墳
」

か
ら
は
、
鳳
凰（
ほ
う
お
う
）が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
環
頭
太
刀（
か
ん
と
う
た
ち
）の
柄
が
見

付
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
品
々
は
、
お

そ
ら
く
豪
族
の
リ
ー
ダ
ー
が
所
有
し
て
い
た

も
の
で
し
ょ
う
。

　
７
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
春
日
居
町
寺
本

に
は
「
古
代
寺
院
」
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
豪

族
た
ち
が
古
墳
造
り
を
や
め
、
寺
を
建
て
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か

け
に
仏
教
が
山
梨
に
本
格
的
に
伝
わ
り
始
め

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

男女共同参画推進委員会では、市民の手による男女共同参画推進条例策定に取り組んでいま

す。私たちが検討を重ねた条例の骨子案について説明し、皆さんのご意見をお伺いします。

笛吹市出身で、内閣府男女共同参画推進連携会議議員として活躍中の立教大学教授萩原

なつ子先生による講演を行います。

「輝けチャチャチャ笛吹の未

来」の歌と体操の発表をしま

す。

県男女共同参画宣言企業３

社への訪問など、これまでの

取り組みを紹介します。

現在、新しいパフォーマンスを練習中です。

どんなパフォーマンスが飛び出すかは、当

日をお楽しみに!

会場で皆さんに

お会いできるのを

楽しみにしています!

ぼくたちも出演する
ので、皆さん見に
来てください。

■問合せ先
　市民環境部　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎055（262）4111 笛ちゃん 吹ちゃん



　
芦
川
町
に
向
か
う
若
彦
路
を
歩
き
な
が
ら
、

道
沿
い
の
お
寺
、
神
社
、
古
墳
、
石
造
物
な

ど
を
訪
ね
て
、
「
ふ
る
さ
と
笛
吹
市
」
を
再

発
見
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
２
月
７
日（
土
）

　
午
前
８
時
45
分
か
ら
　
　
受
付

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
　
散
策

※
小
雨
決
行

■
集
合
場
所
　
市
八
代
支
所

■
内
容
　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ふ
え
ふ
き
」

メ
ン
バ
ー
の
案
内
で
、
約
７
キ
ロ
の
道

を
散
策
し
ま
す
。

○
散
策
コ
ー
ス

広
済
寺
↓�

花
鳥
山
↓�

高
家
熊
野
神
社
↓

小
山
城
（
昼
食
）
↓�

団
栗
塚
古
墳
↓�

清
道

院

■
定
員

　
約
30
人（
市
民
優
先
）

■
持
ち
物
・
服
装

弁
当
・
飲
み
物
・
雨
具
・
履
き
な
れ
た

運
動
靴

■
申
込
締
切

　
２
月
５
日（
木
）

※
３
月
７
日
に
開
催
予
定
の
「
第
２
回
若
彦

路
を
あ
る
こ
う
！
」
の
参
加
申
し
込
み
も
、

同
時
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
２

�
�
�
�

　　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
、

愛
好
者
同
士
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
成
績
優
秀
者
に
は
賞
品
が
贈
ら

れ
ま
す
。

■
対
象
　
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

■
日
時

　
２
月
22
日（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
　
　
受
付

　
午
前
９
時
〜
12
時
　
競
技

※
小
雨
決
行
。
た
だ
し
、
荒
天
の
場
合
は
、

３
月
１
日
に
延
期
し
ま
す
。

■
場
所
金
川
の
森
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

場（
ス
ポ
ー
ツ
の
森
内
）

■
定
員
　
72
人

■
参
加
費
　
５
０
０
円

■
持
ち
物

　
ク
ラ
ブ
・
ボ
ー
ル
・
マ
ッ
ト

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

　
私
た
ち
の
知
ら
な
い
北
朝
鮮
の
教
育
や
人
々

の
生
活
、
物
の
流
れ
な
ど
を
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
見
え
て
く
る
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
平
和
。

両
国
を
通
し
て
、
私
た
ち
に
で
き
る
「
平
和
」

と
は
何
か
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
講
師
は
、
山
梨
学
院
大
学
経
営
情
報
学
部

教
授
の
宮
塚
利
雄
氏
で
す
。

■
日
時
　
２
月
20
日（
金
）

　
午
後
７
時
　
　
　
開
場

　
午
後
７
時
30
分
　
開
演

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
定
員
　
２
０
０
人

■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
９

ま
た
は
各
支
所
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

石造物と旧若彦路

宮塚利雄氏

　
か
い
て
ら
す
で
は
、
地
場
産
業
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
２
月
20
日（
金
）〜
22
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
か
い
て
ら
す
（
山
梨
県
地
場
産
業
セ
ン
タ

ー
）（
甲
府
市
東
光
寺
３
丁
目
13
―
25
）

■
内
容

○
地
場
産
品
・
農
畜
産
物
の
販
売

○
秘
蔵
ビ
ン
テ
ー
ジ
ワ
イ
ン
特
別
販
売

○
ジ
ュ
エ
リ
ー
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ー
ビ
ス

○
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

■
問
合
せ
先
　
か
い
て
ら
す

☎
０
５
５（
２
３
７
）１
６
４
１

　
伝
統
文
化
の
普
及
啓
発
の
た
め
に
、
文
化

庁
の
委
託
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
日

本
舞
踊
こ
ど
も
教
室
」
の
発
表
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
２
月
22
日（
日
）午
後
１
時
か
ら

■
場
所
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
ホ
ー

ル（
八
代
町
南
５
４
４
）

■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先
　
松
寿
会
代
表
　
松
山

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）０
１
３
５

　
山
梨
園
芸
高
等
学
校
す
い
れ
き
太
鼓
部
で

は
、
「
日
本
の
雅
」
を
テ
ー
マ
に
定
期
演
奏

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
同
部
員
が
和
太
鼓
や
津
軽
三
味

線
な
ど
の
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
22
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
　
開
場

　
午
後
２
時
　
　
　
開
演

■
場
所

　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

■
問
合
せ
先

山
梨
園
芸
高
等
学
校
　
す
い
れ
き
太
鼓

部
顧
問
　
古
郡（
ふ
る
ご
お
り
）

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
３
５

　
市
内
で
活
動
す
る
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
に
よ
る
朗
読
発
表
会
で
す
。
小

説
や
記
録
誌
な
ど
多
く
の
朗
読
発
表
を
行

い
ま
す
。

■
日
時
２
月
21
日（
土
）

午
後
１
時
　
　
　
　
　
　
開
場

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　
開
催

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館

■
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先

・
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
八
代
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）２
２
４
０

・
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）１
７
７
７

　
信
仰
が
つ
ち
か
っ
た
美
、
武
田
氏
の
遺

訓
（
い
く
ん
）
、
柳
沢
吉
保
の
華
麗
な
る
調

度
品
、
木
喰
の
微
笑
仏
な
ど
、
近
年
新
し

く
指
定
を
受
け
た
り
、
修
復
を
終
え
た
り

し
た
文
化
財
や
新
た
に
収
蔵
し
た
資
料
約

60
点
を
通
し
て
、
山
梨
の
歴
史
や
文
化
の

魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　
笛
吹
市
か
ら
は
、
九
品
寺
の
「
阿
弥
陀
如

来
及
び
両
脇
侍
像
」
、
大
蔵
経
寺
の
「
両
頭

愛
染
明
王
像
」
、
安
楽
寺
の
「
観
音
菩
薩
立

像
」
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

■
期
間

　
１
月
30
日（
金
）〜
３
月
２
日（
月
）

○
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日

■
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
観
覧
料

○
一
般
　�

　
　
５
０
０
円（
団
体
４
０
０
円
）

○
高
・
大
学
生�

２
１
０
円（
団
体
１
６
０
円
）

○
小
・
中
学
生�

１
０
０
円（
団
体
80
円
）

■
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
２
月
１
日（
日
）午
後
２
時
〜
３
時

　（
申
込
不
要
・
鑑
賞
無
料
）

　
２
月
15
日（
日
）午
後
１
時
〜
２
時

　（
申
込
不
要
・
観
覧
券
が
必
要
）

　　
２
月
22
日（
日
）午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　（
申
込
不
要
・
聴
講
無
料
）

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
立
博
物
館

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）２
６
３
１

迫力ある演奏をお楽しみください

木造阿弥陀如来立像（九品寺）



　
マ
リ
ン
バ
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
お
子
さ
ん
か
ら
ご
年

配
の
方
ま
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時

　
３
月
１
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
　
開
場

　
午
後
２
時
　
　
　
開
演

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
曲
目
幻
想
即
興
曲
、
七
つ
の
子
、
崖
の
上
の

ポ
ニ
ョ
　
ほ
か

■
入
場
料
　
無
料

※
た
だ
し
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
、
県
民
文

化
ホ
ー
ル
、
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い
る
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
。

■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
笛
吹
市
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、
市
民
の

健
康
や
各
地
域
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、「
市

民
ウ
ォ
ー
ク�

ｉ
ｎ�

さ
か
い
が
わ
」
を
開
催

し
ま
す
。

　
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
３
月
８
日（
日
）

午
前
９
時
　
　
　
受
付

午
前
９
時
30
分
　
開
会

■
集
合
場
所

　
境
川
坊
ヶ
峯
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
持
ち
物
　
昼
食

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
８

ま
た
は
各
支
所

　
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合
で
は
、
２
月
中

旬
か
ら
４
月
中
旬
ま
で
「
ひ
な
飾
り
め
ぐ
り
」

を
開
催
し
、
同
組
合
加
盟
の
ホ
テ
ル
や
旅
館

の
ロ
ビ
ー
に
ひ
な
飾
り
を
展
示
し
て
、
多
く

の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
こ
の
企
画
を
よ
り
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、

無
償
で
譲
っ
て
い
た
だ
け
る「
ひ
な
飾
り
」を

お
持
ち
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
市
産
業
観
光
部
　
観
光
商
工
課

　
観
光
企
画
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

・
石
和
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）３
６
２
６

　
笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
団
員
を

募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
小
中
学
校
、
保
育
所（
園
）

を
通
し
て
お
子
さ
ん
に
配
布
さ
れ
る
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
た
だ
し
、
地
域
に

よ
っ
て
配
布
対
象
が
異
な
り
ま
す
）

　
ま
た
、
次
の
場
所
で
も
募
集
要
項
を
配
布

し
ま
す
。

○
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

○
御
坂
支
所
・
一
宮
支
所
・
春
日
居
支
所
・

芦
川
支
所

○
八
代
総
合
会
館
・
境
川
総
合
会
館

■
問
合
せ
先

・
各
少
年
団
代
表
者（
募
集
要
項
参
照)

・
笛
吹
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事
務
局

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
３
８

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
創
造
と
地
域
文
化

振
興
を
目
的
に
講
座
を
開
講
し
て
い
る
山
梨

こ
と
ぶ
き
勧
学
院
東
八
代
学
園
で
は
、
生
徒

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
社
会
を
生
き
る
」
、
「
ふ
る
さ
と
山

梨
に
学
ぶ
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の

講
座
で
学
べ
ま
す
。

■
入
学
資
格
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

■
開
講
日

　
主
に
火
曜
日（
年
間
19
日
）

■
修
業
年
数
　
２
年
間

■
開
講
場
所
　
八
代
総
合
会
館

■
問
合
せ
先

　
峡
東
教
育
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
３
１

　（
担
当
　
望
月
栄
一
）

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度
第
１
学

期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
資
料
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
放
送
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
出
願
締
切
　
２
月
28
日（
土
）

■
問
合
せ
先

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
５
１
）２
２
３
８

市川志寿子さんと菊池はるかさんによる
マリンバ二重奏

　
ふ
す
ま
や
障
子
の
張
り
替
え
、
ガ
ラ
ス
や

サ
ッ
シ
・
網
戸
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
水
回
り

の
清
掃
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。

■
対
象
お
お
む
ね
60
歳
台
前
半
の
方
で
、
雇
用

や
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

■
日
時
２
月
17
日
（
火
）
〜
19
日
（
木
）・
24
日
（
火
）

〜
28
日（
土
）、３
月
３
日（
火
）・
４（
水
）

の
10
日
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
山
梨
市
民
会
館

■
定
員
　
30
人

■
受
講
料
　
無
料

■
申
込
締
切

　
２
月
４
日（
水
）�

■
申
込
・
問
合
せ
先

（
社)

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

☎
０
５
５（
２
２
８
）８
３
８
３

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
皆
さ
ん
が
医
療
機

関
な
ど
で
診
療
を
受
け
た
際
の
費
用
を
ま
か

な
う
大
切
な
財
源
で
す
。
保
険
税
は
納
付
期

限
ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
21
年
度
の
保
険
証
交
換
の
際
、
未
納

が
あ
る
と
保
険
証
の
有
効
期
限
が
短
く
な
り

ま
す（「
短
期
被
保
険
者
証
」の
発
行
）。

　
ま
た
、
さ
ら
に
未
納
が
続
く
と
、
病
院
に

か
か
っ
た
時
、
医
療
費
が
い
っ
た
ん
全
額
負

担
に
な
る
場
合（「
資
格
者
証
」の
発
行
）が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ど
う
し
て
も
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

―
納
付
に
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
―

　
保
険
税
納
付
に
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
、

納
入
の
手
間
が
省
け
る
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。「
口
座
振
替
依
頼
書
」は
、

銀
行
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
銀
行
、
市
国
民
健

康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

国
保
総
務
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

の
保
険
料
は
、
基
本
的
に
年
金
か
ら
特
別
徴

収（
天
引
き
）を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

昨
年
４
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
年
金
受
給
額
が
年
間
18
万
円
未

満
の
方
や
、
介
護
保
険
料
と
長
寿
医
療
保
険

料
の
合
算
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
以

上
に
な
っ
て
し
ま
う
方
な
ど
は
、
納
付
書
で

納
め
る
普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
８
月
の
国
の
特
別
軽
減
対
策
な
ど
に
よ
っ

て
、
年
度
途
中
で
普
通
徴
収
に
変
更
に
な
っ

た
方
も
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、

今
一
度
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
納
付
状
況
が
ご
不
明
な
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
保
険
料
納
付
に
は
、
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

高
齢
者
医
療
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
ま
た
は
各
支
所

　
外
地
か
ら
の
引
揚
者
、
恩
給
を
受
け
て
い

な
い
旧
軍
人
の
方
、
シ
ベ
リ
ア
な
ど
で
強
制

抑
留
さ
れ
た
方
「
ご
本
人
」
に
贈
呈
し
て
い

る
特
別
慰
労
品
請
求
の
受
付
が
、
３
月
31
日

で
終
了
に
な
り
ま
す
。

　
請
求
書
な
ど
は
、
福
祉
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。

　
資
格
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　
☎
０
１
２
０（
２
３
４
）９
３
３

（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
15
分
〜
午
後

５
時
15
分
）

　
笛
吹
中
央
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
の
先
生
を
講

師
に
お
招
き
し
て
、
簡
単
な
体
操
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者
　
市
内
在
住
の
障
害
者

■
日
時

　
２
月
13
日（
金
）午
前
10
時
〜
12
時

■
場
所
　

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化
館

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）１
７
７
７



　
市
民
を
対
象
に
、
「
見
て
、
聴
い
て
、
参

加
し
て
！�

笑
い
と
動
き
が
楽
し
い
『
リ
ハ

ビ
リ
落
語
』
！
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
介
護
予

防
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
落
語
の
世
界
を

楽
し
み
な
が
ら
、
介
護
予
防
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
当
日
は
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員
に

よ
る
体
操
指
導
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時

　
２
月
26
日（
木
）

　
午
後
1
時
か
ら
　
　
　
　
受
付

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　
開
催

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
講
師
露
の
団
四
郎
（
つ
ゆ
の
・
だ
ん
し
ろ
う
）

先
生

■
入
場
料
　
無
料

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
者
支
援
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
２

　
タ
バ
コ
の
煙
に
は
、
ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル

な
ど
、
約
２
０
０
種
類
の
発
が
ん
性
物
質
が

含
ま
れ
て
お
り
、
虚
血
性
心
疾
患
、
脳
血
栓

症
、
肺
が
ん
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
中
や
子
育
て
中
の
女
性
の
喫

煙
は
、
流
早
産
や
低
出
生
体
重
児
出
産
、
お

子
さ
ん
が
喘
息
に
な
る
な
ど
の
リ
ス
ク
が
と

て
も
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
を
対
象
に
禁
煙
教
室
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
喫
煙
者
で
禁
煙
に
興
味
の
あ
る
方

や
そ
の
家
族

■
日
時
　
２
月
28
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

○
喫
煙
や
受
動
喫
煙
の
害
に
つ
い
て

○
禁
煙
の
方
法
と
効
果
に
つ
い
て

○
禁
煙
グ
ッ
ズ
や
禁
煙
外
来
の
紹
介

○
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
体
験

■
講
師

　
岡
本
ま
さ
子
医
師（
峡
東
保
健
所
長
）

■
定
員
　
50
人
程
度

■
申
込
方
法
　
電
話
で
氏
名
、
住
所
、
連
絡

先
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
２
月
18
日（
水
）

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

成
人
保
健
担
当

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

　
近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の
救
急
出
動
件

数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
は
本
来
、
ケ
ガ
や
急
病
な
ど
で
「
緊

急
に
病
院
に
搬
送
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
傷
病
者
の
た
め
の
も
の
で
す
。
緊
急
で

は
な
い
の
に
救
急
車
を
要
請
す
る
と
、
本

当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
「
一
分
一
秒

を
争
う
生
命
の
危
険
性
が
あ
る
傷
病
者
」

へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

■
救
急
車
の
利
用
は
適
正
に

　
県
の
出
動
記
録
で
は
、
救
急
車
を
要
請

し
た
人
の
約
半
数
が
、
入
院
の
必
要
の
な

い
軽
症
患
者
で
し
た
。

　
現
在
、
市
消
防
本
部
で
は
４
台
の
救
急

車
を
配
備
し
、
24
時
間
体
制
で
市
民
か
ら

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
で
適
正
に
救
急
車
を
利
用
し
、

助
か
る
は
ず
の
命
を
助
け
ら
れ
る
地
域

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
一
刻
も
早
い
１
１
９
番
通
報
を

　
次
の
よ
う
な
状
況
で
、
医
療
機
関
に

緊
急
搬
送
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
呼
ん
で
も
返
事
が
な
い
、
呼
吸
を
し
て
い

な
い

○
呼
吸
が
苦
し
い
、
顔
色
が
蒼
白(

そ
う
は

く)

○
け
い
れ
ん
を
し
て
い
る

○
大
出
血
し
て
い
る

○
高
い
所
か
ら
の
転
落
事
故

○
車
両
に
は
ね
ら
れ
た

○
急
な
頭
痛
、
胸
痛
な
ど

■
問
合
せ
先

　
市
消
防
本
部

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）０
１
１
９

市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
40
歳
か

ら
74
歳
の
市
民

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
75
歳
以
上
の
市
民

19
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の

市
民（
職
場
で
受
診
機
会

の
あ
る
方
を
除
く
）※

市
が
行
う
集
団
健
康
診

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

40
歳
か
ら
64
歳
の
方
は
、

国
保
人
間
ド
ッ
ク
も
選

択
で
き
ま
す
。

特
定
健
診
を
受
け
る
65

歳
以
上
の
方
に
は
、
生

活
機
能
評
価
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
す
。

市
が
行
う
集
団
健
康
診

査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

健
康
診
査
を
受
け
る
方

に
は
、
生
活
機
能
評
価

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
75
歳
以
上
の
高
齢
者

の
医
療
制
度
は
、
県
単

位
で
設
置
さ
れ
る
広
域

連
合
が
運
営
し
て
い
ま
す)

市
が
行
う
集
団
健
康
診

査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
40
歳
か
ら
74
歳
で
、
市
国
民
健
康
保
険
以
外

の
健
康
保
険
（
健
康
保
険
組
合
・
共
済
組
合
・

国
保
組
合
・
協
会
け
ん
ぽ
な
ど
）
に
加
入
し
て

い
る
方
や
被
扶
養
者（
家
族
）

○
19
歳
か
ら
39
歳
の
職
場
健
診
対
象
者

ご
自
分
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
行
う

健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
医
療
保

険
者
に
よ
っ
て
は
、
「
特
定
健
診
受
診
券
」
を
お

持
ち
の
被
扶
養
者
（
家
族
）
も
、
市
が
実
施
す
る

特
定
健
診
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
医
療
保
険
者
ま
た
は
勤
務

先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査

健
康
診
査※

笛
吹
市
で
は
、
制
度
対
象
外
に
な
っ
て
し
ま
う
19
歳
か
ら
39
歳
の
方
（
職
場

健
診
対
象
者
を
除
く
）
や
、
75
歳
以
上
の
方
で
も
集
団
健
診
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。

市
が
実
施
す
る
特
定
健
診（
健
康
診
査
）

検
診
の
種
類

対
象
年
齢

胃
が
ん
検
診

肝
臓
が
ん
検
診（
腹
部
超
音
波
）

大
腸
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診（
女
性
）

子
宮
が
ん
検
診（
女
性
）

肺
が
ん
検
診

前
立
腺
が
ん
検
診（
男
性
）

がん検診骨
粗
し
ょ
う
症
検
診（
女
性
）

19
歳
以
上

50
歳
以
上

20
・
25
・
30
・

35
・
40
・
45
・

50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳

40
・
50
・
60
・

70
歳

40
歳

(

検
査
が
必

要
な
方)

歯
周
疾
患
検
診

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

　
が
ん
検
診
や
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
な
ど
の

特
定
健
診（
健
康
診
査
）以
外
の
検
診
は
、
医

療
保
険
者
の
区
別
な
く
、
市
が
実
施
す
る
検

診
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
（
職
場
な
ど
で
同
様

の
検
診
を
受
け
る
機
会
の
あ
る
方
を
除
く
）

　
検
診
の
種
類
や
対
象
は
、
左
の
表
の
と
お

り
で
す
。

　
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、
定

期
的
に
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先
　
保
健
福
祉
部

　
健
康
づ
く
り
課
　
成
人
保
健
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

　
平
成
21
年
度
に
市
で
実
施
す
る
各
種
検
診

（
特
定
健
診
・
健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診
、

歯
周
疾
患
検
診
、
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
国

保
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
）
の
希
望
調
査
票
を
、

２
月
上
旬
に
各
世
帯
に
郵
送
し
ま
す
。

　
同
一
世
帯
の
19
歳
以
上
の
ご
家
族
に
つ
い

て
、
対
象
と
な
る
検
診
の
受
診
希
望
の
有
無

を
記
入
し
て
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

■
返
信
締
切
　
２
月
25
日（
水
）

　
詳
細
や
日
程
に
つ
い
て
は
、
希
望
調
査
票

と
同
封
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
２
月
13
日
を
過
ぎ
て
も
調
査
票
が

届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
平
成
20
年
度
か
ら
健
康
診
査
の
制
度
が
大

き
く
変
わ
り
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方

の
健
康
診
査
や
保
健
指
導
は
、
特
定
健

康
診
査（
特
定
健
診
）と
い
う
名
称
で
、
各

医
療
保
険
者
（
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組

合
、
国
保
組
合
、
協
会
け
ん
ぽ
な
ど)

が

行
っ
て
い
ま
す
。

リハビリ落語の第一人者��露の先生

適正な利用をお願いします



�
�

食
生
活
改
善
推
進
員
会
で
は
、
料
理
を
通
じ
て
「
料
理
の
大
切
さ
」
を
伝
え
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し

て
地
域
の
「
健
康
づ
く
り
」
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

�
�

石
和
支
部
中
川
地
区
で
は
、
地
区
婦
人
部
の
協
力
で
、
親

子
３
代
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
献
立
は
、
ラ
ッ
プ
巻

き
ご
飯
・
た
っ
ぷ
り
野
菜
ス
ー
プ
・
魚
の
ホ
イ
ル
包
み
焼
き
・

オ
レ
ン
ジ
寒
天
で
す
。

�
�

子
ど
も
た
ち
は
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
ラ
ッ
プ
巻
き
ご
は

ん
に
挑
戦
。
手
に
ご
飯
粒
を
付
け
な
が
ら
、
白
ご
ま
・
黒
ご

ま
・
ゆ
か
り
で
３
色
彩
り
よ
く
仕
上
げ
ま
し
た
。
み
ん
な
で

慣
れ
な
い
包
丁
を
慎
重
に
使
い
な
が
ら
、
時
間
を
か
け
て
お

い
し
い
料
理
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

�
�

今
後
は
、
こ
の
教
室
に
よ
り
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
声
掛
け
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
一
人
で
も
多
く
の
人
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

認
識
し
て
欲
し
い
と
、
石
和
支
部
井
戸
地
区
で
は
、
地
区
運

動
会
の
昼
休
み
を
利
用
し
て
、
啓
蒙
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ボ
ー
ド
な
ど
を
用
意
し
て
、
参
加
者
に

自
己
診
断
、
簡
単
腹
囲
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
、
現
状
を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ど
の
方
も
、
健
康

や
腹
囲
に
つ
い
て
気
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予

防
を
意
識
し
た
生
活
に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
芦
川
支
部
で
は
、
地
域
の
愛
育
班
と
合
同
で
「
親
子
料
理

教
室
」
を
開
催
し
、
親
子
８
組
32
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
胸
に
大
き
な
名
札
を
着
け
て
身
支
度
を
整
え
、

誇
ら
し
げ
に
調
理
台
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
調
理
の
注
意
事
項
や
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か
り
聞
き
、
み
ん

な
で
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
が
で
き
た
こ
と
は
驚
き
で
し
た
。
ま

た
、
お
父
さ
ん
の
参
加
も
多
く
、
大
奮
闘
す
る
姿
に
感
動
し

ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
ご
飯
・
ス
ー
プ
カ
レ
ー
・
水
菜
サ

ラ
ダ
・
フ
ル
ー
ツ
ラ
ッ
シ
ー
を
、
み
ん
な
で
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
に
は
、
愛
育
班
員
に
よ
る
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

も
行
わ
れ
、
充
実
し
た
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
次
回
開
催
の
希
望
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子どもたちは料理に興味しんしん

メタボリックシンドロームになっていないかチェック!!

玉ねぎ切りにも挑戦

　
市
で
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
八
代
地
区
に
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」
を
１
月
に
八
代

総
合
会
館
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
利
用
促
進
と
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
気

運
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
子
育
て
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地
域
の

教
育
力
で
活
性
化
し
ま
す
。

　
こ
の
講
座
で
、
勇
気
づ
け
の
方
法
を
楽
し

く
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
子
育
て
中
の
保
護
者
・
地
域
の
子
育
て

支
援
者

■
日
時
　
２
月
27
日（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館
集
会
室

■
講
師

　
坂
本
玲
子
先
生（
山
梨
県
立
大
学
）　

■
定
員
　
２
０
０
人

※
先
着
10
人
ま
で
託
児
が
で
き
ま
す
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

親
子
で
参
加
さ
れ
る
方
の
み
、
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
に
な
り
ま

す
。

■
協
力
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
手
遊
び
、
歌
遊
び
、
親
子
体
操
な
ど
を
行

い
ま
す
。

■
対
象
　
未
就
学
児
の
親
子

■
日
時
　
２
月
28
日（
土
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
12
時

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館
集
会
室

■
講
師
　
高
野
牧
子
氏（
山
梨
県
立
大
学
）

■
定
員
　
50
組
の
親
子

※
先
着
10
人
ま
で
託
児
が
で
き
ま
す
。

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
に
な
り
ま

す
。

■
協
力
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課

　
児
童
家
庭
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
い
ち
の

み
や
」
で
は
、
親
子
で
遊
べ
る
「
親
子
体
操

＆
マ
マ
友
づ
く
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
対
象
在
宅
で
子
育
て
中
の
親
子
（
歩
け
る
お
子

さ
ん
）25
組

■
日
時

　
２
月
24
日（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
内
容

○
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
親
子
体
操

○
絵
本
・
紙
芝
居

○
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物

　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
・
飲
み
物

※
申
込
受
付
は
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

☎
０
５
５
３（
４
７
）１
３
４
５

　
お
と
と
し
、
麻
し
ん（
は
し
か
）が
日
本
全

国
で
大
流
行
し
ま
し
た
。
麻
し
ん
は
、
生
命

に
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
る
非
常
に
怖
い

病
気
で
す
。
対
象
者
に
は
、
昨
年
４
月
に
通

知
を
送
付
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
母
子
健
康

手
帳
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
未
接
種
の
方
は

早
め
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
自
身
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
家
族

や
友
人
な
ど
周
り
の
人
の
た
め
に
も
、
こ
の

機
会
に
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
３
月
31
日
ま
で
は
無
料（
公
費
負
担
）で
接

種
で
き
ま
す
が
、４
月
１
日
以
降
は
、全
額

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

　
母
子
保
健
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

平成１４年４月２日～
平成１５年４月１日�生まれ

平成７年４月２日～
平成８年４月１日�生まれ

平成２年４月２日～
平成３年４月１日�生まれ

通知発送対象児予防接種名

麻しん風しん混合
２期

麻しん風しん混合
３期

麻しん風しん混合
４期



☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御�坂�支�所

一�宮�支�所

八�代�支�所

境�川�支�所

春日居支所

芦�川�支�所

■問合せ先

この場合の
受益者は
Aさん！

この場合の
受益者は
Bさん！

Aさんの土地に
Aさんが家を建て
Aさんが住んでいる

Aさんの土地に
Bさんが家を建て
Bさんが住んでいる

Aさんの土地に
Bさんが家を建て
Cさんが住んでいる

Aさんの土地を
Bさんが使用している

Aさんの土地に
Aさんが家を建て
Cさんが住んでいる

Aさんの土地を
Aさんが使用している

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け

で
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残

っ
た
場
合
な
ど
に
年
金
を
支
給
し
、
人
生

の
思
い
が
け
な
い
「
万
が
一
」
の
時
に
も

皆
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度

で
す
。

■
加
入
は
皆
さ
ん
の
義
務
で
す

　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方
に
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
、
ま
た
年
金
を
受
け
取
る
権

利
が
あ
り
ま
す
。

■
加
入
手
続
き

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
一
号
被

保
険
者
の
方
は
、
市
国
民
健
康
保
険
課

ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
な
ど
の
第

二
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
ま
た
は
共
済

加
入
者
）
の
方
や
、
そ
の
方
に
扶
養
さ
れ

る
配
偶
者
で
あ
る
第
三
号
被
保
険
者
の

方
は
、
直
接
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
勤
務
先
の
事
業
所
が
、
加
入
手

続
き
を
行
い
ま
す
。

■
保
険
料
納
付
の
猶
予
・
免
除

　
学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少
な
い

た
め
に
保
険
料
を
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
納
付
が
猶
予
ま

た
は
免
除
に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
を
し
な
い
ま
ま
未
納
に
し
て
し

ま
う
と
、
「
万
が
一
」
の
時
に
障
害
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態

を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　
所
得
の
な
い
学
生
の
保
険
料
納
付
が
、

申
請
に
よ
っ
て
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

○
保
険
料
免
除
制
度
・
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
　
学
生
以
外
の
方
で
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
に

利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

　
申
請
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
市
役
所
　
市
民
環
境
部
　

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
５
２
）１
４
３
１

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
昨
年
、
す
べ
て
の

被
保
険
者
と
年
金
受
給
者
に
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
ま
だ
届
い

て
い
な
い
方
は
、
社
会
保
険
庁
に
登
録
さ

れ
て
い
る
住
所
と
現
住
所
が
異
な
っ
て
い

る
な
ど
の
理
由
で
、
届
い
て
い
な
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
が
届
い
て
い
な
い

方
や
、
届
い
た
け
れ
ど
内
容
確
認
が
で
き
ず

に
返
送
し
て
い
な
い
方
、
内
容
に
疑
問
が
あ

る
方
な
ど
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　

２
月
19
日（
木
）・
３
月
18
日（
水
）

午
前
９
時
〜
12
時

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所

　
市
役
所
本
庁
３
階
　
会
議
室

■
持
ち
物

年
金
手
帳
・
ね
ん
き
ん
特
別
便
（
お
持
ち

の
方
）
・
年
金
証
書(

受
給
者
）
・
委
任
状

（
委
任
を
す
る
場
合
）な
ど

　
そ
の
他
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
市
役
所
　
市
民
環
境
部

　
国
民
健
康
保
険
課
　
国
保
総
務
担
当
　

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

・
甲
府
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
５
５（
２
５
２
）１
４
３
１

＊
対
象
者
に
は
、
後
日
、
予
診
票
・
契
約
医

療
機
関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し

ま
す
。
接
種
時
期
な
ど
の
内
容
を
よ
く

確
認
し
、
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
、
予
診
票

の
な
い
方
、
合
併
前
の
予
診
票
を
お
持

ち
の
方
は
、
各
支
所
の
保
健
師
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

通知発送対象児

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア・破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平成20年11月生まれ

平成20年2月生まれ

平成10年2月生まれ

現在見合わせています

　
市
で
は
、
笛
吹
川
の
河
川
敷
内
に
繁
茂

し
た
樹
木（
ニ
セ
ア
カ
シ
ヤ
・
ヤ
ナ
ギ
な
ど
）

か
ら
作
っ
た
チ
ッ
プ
材
を
、
無
料
配
布
し

ま
す
。

　
チ
ッ
プ
材
は
、
果
樹
園
の
た
い
肥
・
防
草

材
や
園
芸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
た
だ
し
、
ご
利
用
は
指
定
場
所
に
持
ち
に

来
ら
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

■
配
布
予
定
日

２
月
下
旬
〜
３
月
上
旬

（
詳
し
い
日
程
な
ど
が
決
ま
り
次
第
、
申

込
者
に
通
知
し
ま
す
）

■
配
布
場
所

　
笛
吹
川
鵜
飼
橋
東
詰
め
堤
防
下
河
川
敷
内

■
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
２
月
13
日（
金
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
し
込
み
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
。

※
配
布
チ
ッ
プ
材
の
配
布
数
量
は
、
状
況
に

よ
り
増
減
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課

　
農
林
経
営
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
平
成
21
年
度
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

賦
課
の
対
象
者
に
は
、
２
月
中
旬
に
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
こ
の
申
告
書
に
は
、
受
益
地
の
地
目
・
面

積
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
負
担
金
支
払

い
の
際
の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
内
容

や
添
付
書
類
な
ど
を
ご
確
認
の
上
、
必
ず
返

送（
申
告
）し
て
く
だ
さ
い
。

（
※
申
告
書
を
返
送
さ
れ
な
い
場

合
で
も
、
条
例
施
行
規
則
に
よ

り
認
定
さ
れ
、
賦
課
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
）

　
な
お
、
受
益
者
負
担
金
徴
収

（
支
払
い
）
は
６
月
１
日
か
ら
で

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
告

書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
書
類
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
提
出
締
切
日

申
告
書
発
送
後
10
日
前
後
の

予
定

■
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
申
告
書
は
誰
に
送
付
さ
れ
ま

す
か
。

Ａ
申
告
書
は
、
そ
の
土
地
の
所

有
者
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

所
有
地
に
つ
い
て
権
利
関
係

な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
申
告

書
に
よ
っ
て
受
益
者
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
誰
が
受
益
者
に
あ
た
る
か
は
、
左

の
図
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
負
担
金
の
支
払
い
は
い
つ
頃
で
す
か
。
そ

の
方
法
は
。

Ａ
支
払
い
は
６
月
か
ら
で
す
。
支
払
方
法
に

は
、
分
割
納
付
や
報
奨
金
が
付
く
一
括

納
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申

告
書
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、支
払
方
法
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、

分
割
納
付
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
口
座
振
替
で
支
払
い
を
す
る
に
は
、
手
続

き
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
口
座
振
替
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
申

告
書
に
同
封
の
口
座
振
替
依
頼
書
に
記

入
し
、
笛
吹
市
指
定
金
融
機
関
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
他
の
使
用
料
な
ど
と
同
じ
口
座
か

ら
引
き
落
と
す
場
合
で
も
、
改
め
て
「
受

益
者
負
担
金
」
引
き
落
と
し
の
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
笛
吹
市
指
定
金
融
機
関（
本
店
・
各
支
店
）

・
山
梨
中
央
銀
行

・
笛
吹
農
業
共
同
組
合

・
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合

・
甲
府
信
用
金
庫

・
山
梨
信
用
金
庫

・
山
梨
県
民
信
用
金
庫

・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
口
座
振
替
依
頼
書
を
申
告
書
と
一
緒
に

市
役
所
に
送
付
す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
印
か
ん
相
違
な
ど
の
間
違
い
が

多
く
、
手
続
き
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　
必
ず
金
融
機
関
窓
口
で
、
ご
自
身
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
公
営
企
業
部
　
下
水
道
課
　
管
理
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）３
３
４
７



ポイントカード

　
多
重
債
務
に
つ
い
て
司
法
書
士
に
よ
る
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
借
金
返
済
が
困
難
」
、
「
借
金
の
取
り
立

て
が
厳
し
い
」
な
ど
の
悩
み
を
お
持
ち
の
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者
　
市
内
在
住
の
方

■
日
時
・
場
所

○
２
月
18
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
市
役
所
本
庁
３
階
第
３
会
議
室

○
３
月
11
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
２
階
会
議
室

■
相
談
時
間
　
１
人
30
分
以
内

■
相
談
員
　
司
法
書
士
　
網
倉
義
久
氏

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
混
雑
す
る
場
合
は
、

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
相
談
無
料
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

市
民
生
活
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
山
梨
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月
を
「
相

続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
定
め
、

相
続
登
記
、
遺
言
や
遺
産
分
割
協
議
な
ど
の

相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
２
月
11
日（
水
）

午
後
１
時
〜
４
時
30
分
（
受
付
は
午
後
４

時
ま
で
）

■
場
所
　
山
梨
市
民
会
館

※
予
約
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
５
３
）２
３
７
６

　（
社
）山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
で
は
、

土
地
・
建
物
な
ど
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業
協
力

会
会
員
が
ご
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

２
月
18
日（
水
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
２
階

視
聴
覚
室

※
予
約
は
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

（
社)

山
梨
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

☎
０
５
５（
２
６
２
）７
８
０
８

（
担
当
　
小
澤
）

　
結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　
２
月
６
日（
金
）・
22
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
２
階
会
議
室

※
当
日
、
結
婚
相
談
者
の
登
録
を
行
う
場
合

は
、
印
か
ん
・
Ｌ
版
の
顔
写
真
（
本
人
が

一
人
で
写
っ
て
い
る
も
の
）が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
３
８

　
「
み
さ
か
の
湯
」
、
「
な
ご
み
の
湯
」
、
「
も

も
の
里
温
泉
」
で
は
、
共
通
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
10
回
利
用
ご
と
に
、
次
回
入
館
が
無
料
に

な
り
ま
す
。
（
た
だ
し
、
回
数
券
・
優
待

券
ご
利
用
の
方
は
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
）

○
入
館
時
に
、
必
ず
受
付
に
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
施
設
に
つ
い
て

○
み
さ
か
の
湯（
御
坂
町
成
田
２
２
０
０
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
10
時
　
営
業

　【
休
館
日
】
第
２
・
４
火
曜
日

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）６
１
６
６

○
な
ご
み
の
湯（
石
和
町
下
平
井
５
７
８
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
　
営
業
　
　
　
　

　【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　
☎
０
５
５（
２
３
０
）５
５
５
１

○
も
も
の
里
温
泉
（
一
宮
町
金
沢
３
８
７
―

１
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
９
時
　
営
業
　
　
　
　

　【
休
館
日
】
毎
週
木
曜
日

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）４
１
２
６

※
各
施
設
の
休
館
日
が
祝
日
に
あ
た
る
場
合

は
、
そ
の
翌
日
が
休
館
日
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
み
さ
か
の
湯（
担
当
　
堀
内
）

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）６
１
６
６

　
12
月
６
日
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
第
44

回
義
務
教
育
振
興
会
議
を
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
会
議
は
、
保
護
者
、
教
職
員
、
教
育
行

政
担
当
者
が
一
堂
に
会
し
、
子
ど
も
の
健
全

な
育
成
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
開
か
れ
た

も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
身
延
町
青
少
年
育
成
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
川
窪
東
海
彦
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
現
状
な
ど

に
つ
い
て
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
パ
ネ
リ
ス

ト
、
会
場
参
加
者
に
よ
る
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携
し
て

地
域
教
育
力
を
高
め
、
子
ど
も
の
教
育
環
境

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
で
き
る
こ
と
か
ら
具
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

教育について話し合う参加者

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

笛吹市ふれあいの家耐震診断業務委託� 石和町市部� 1,700,000� 1,610,000� 小林建築設計事務所� 平成20年12月4日

市道石和16号線側溝改修工事基礎調査� 石和町八田・川中島� 1,800,000� 1,258,000� 森田測量（株）� 〃

一宮中学校地質調査業務委託� 一宮町末木� 1,900,000� 1,480,000� （株）山梨地質� 〃

下水道関連配水管実施設計業務委託第2工区（一宮）�一宮町� 2,450,000� 1,700,000� （株）エスティ設計� 〃

石和北小学校玄関床改修工事� 石和町松本� 1,400,000� 1,120,000� （有）三枝工務店� 〃

都市計画道路石和駅前線歩道舗装工事� 石和町松本� 2,150,000� 2,050,000� （株）石和植木� 〃

マンホールポンプ設置工事第1工区（石和）� 石和町四日市場� 15,300,000� 13,005,000�� 〃

市道一宮1-17号線舗装工事2工区� 一宮町小城� 15,000,000� 14,200,000� 昭和建設（株）� 平成20年12月4日※

新明和工業（株）産機システム事業部
流体営業本部

（金額は税抜き価格です）

※総合評価落札方式による。

　笛吹市はヴァンフォーレ甲府のホームタウンです。クラブを盛り上げるため、
皆さんの応援をよろしくお願いします。



■�市民環境部
■�御 坂 支 所
■�一 宮 支 所
■�八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■�境 川 支 所
■�春日居支所
■�芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

○
登
録
と
狂
犬
病
の
注
射
を
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

○
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。犬
が
苦
手
な
人
も
い
ま
す
。

○
散
歩
中
の
ふ
ん
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
埋
め
て

も
に
お
い
が
し
ま
す
。

○
鳴
き
声
で
、
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

○
な
る
べ
く
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
屋
外
に
出
す
場
合
は
、
名
札
な
ど
を
着
け
さ
せ
て
、
飼

い
主
が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
笛
吹
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
で
、
環
境
問
題
に
つ
い

て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
21
日（
土
）　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

■
場
所
　
学
び
の
杜
み
さ
か

■
内
容

○
体
験
・
活
動
報
告

○
講
演
「
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
53
減
量
の
た
め
に
」

　
藤
巻
眞
史
氏（
山
梨
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

○
温
暖
化
問
題
を
考
え
る
映
画
上
映
「
不
都
合
な
真
実
」

■
後
援
　
笛
吹
市

■
問
合
せ
先�

�笛
吹
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長�

�雨
宮
千
代
子

　
☎
０
５
５（
２
６
６
）４
１
４
８

　
市
で
は
、家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

○
笛
吹
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
か
つ
、
現
在
市
内

　
在
住
の
方

○
そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
方

■
補
助
金
額
　
購
入
費
用
の
２
分
の
１

※
た
だ
し
、
次
の
額
が
上
限
で
す
。

　
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
　
２
万
５
０
０
０
円

　
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
　
　
　
　
　
　
５
０
０
０
円

　
E
M
処
理
機
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
円

対
象
と
な
る
の
は
、
１
世
帯
に
つ
き
、
生
ご
み
処
理
機
１
台
、

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
と
E
M
処
理
機
は
２
個
ま
で
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の
　
領
収
書
、
保
証
書
が
あ
る
場
合
は
そ

の
写
し（
販
売
店
印
の
あ
る
も
の
）

　
犬
に
は
、
狂
犬
病
注
射
済
票
、
登
録

の
鑑
札
（
か
ん
さ
つ
）
、
猫
に
は
迷
子
札

や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
着
け
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
保
健
所
・
市
役
所
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
迷
い
犬
・
猫
情
報
」
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

「
山
梨
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
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re
f.y
a
m
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n
a
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/
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a
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h
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l/
d
o
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b
u
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○
県
峡
東
保
健
所
・
峡
東
地
区
動
物
愛
護
推
進
員

　
☎
０
５
５
３（
２
０
）２
７
５
０

○
笛
吹
市
役
所

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
道
祖
神
と
そ
の
祭

り
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

　
道
祖
神
祭
で
は
、
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に

独
特
の
飾
り
付
け
が
あ
り
ま
す
。

■
期
間
　
２
月
15
日
（
日
）
ま
で

　
ド
ン
グ
リ
や
草
木
で
、
ハ
ン
カ
チ
と
布

バ
ッ
ク
を
染
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　

　
２
月
14
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

■
定
員
　
20
人
（
事
前
申
込
が
必
要
で
す
）

■
材
料
費
　
５
０
０
円

※
材
料
は
当
館
で
準
備
し
ま
す
。
布
バ
ッ

グ
の
サ
イ
ズ
は
、
A
４
縦
か
A
３
縦
の

ど
ち
ら
か
を
選
べ
ま
す
。

■
受
付
　
２
月
１
日
（
日
）
か
ら

　
草
木
染
め
を
し
た
麻
ひ
も
を
使
っ
て
、

じ
ょ
う
も
ん
編
み
で
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り

ま
す
。

■
日
時
　

　
２
月
28
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

■
定
員
　
20
人
（
事
前
申
込
が
必
要
で
す
）

■
材
料
費
　
１
０
０
円

※
材
料
は
当
館
で
準
備
し
ま
す
。

■
受
付
　
２
月
１
日
（
日
）
か
ら

　
当
博
物
館
を
楽
し
く
ご
利
用
い
た
だ
き

な
が
ら
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
会
員
特
典

　
当
館
の
四
季
折
々
の
魅
力
や
展
示
・
イ

ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
会
員
期
限

　
１
年
（
入
会
し
た
年
度
末
（
３
月
末
）
ま

で
）

※
本
年
度
中
に
入
会
し
た
方
の
会
員
期
限

は
、
２
０
０
９
年
度
末

２
０
０
９
年
度
末
ま
で
で
す
。

■
会
費
　
１
０
０
０
円
（
一
年
度
）

■
入
会
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入

し
て
、
当
館
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

（
土
日
は
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
ご
来
館
の
際
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物

館
利
用
券（
キ
ッ
ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
）

を
お
持
ち
の
小
学
生
は
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
同
伴
の
方
も
無
料

に
な
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）３
３
３
３

　市教育委員会生涯学習課では、11月29日に、「ふえ

ふき元気キッズ教室」の一環として「資源ごみ追跡

教室」を開催しました。この教室は、各家庭から出

された資源ごみが、どこでどのように加工されてい

るかを知ることで、参加者に資源ごみの知識やごみ

減量の意識を高めてもらうために企画したものです。

　当日は、親子７組14人が参加し、資源ごみ取り扱

い施設と回収したてんぷら油からディーゼル燃料を

精製するBDFプラントの２カ所を見学しました。こ

の日は資源ごみの回収日だったので、回収されたご

みが実際に加工されている現場を見ることができました。また、市ごみ減量課職員から資源ごみ

の出し方などの説明があり、参加者の理解も一層深まったようでした。

　子どもたちからは、「分別のことがよく分かった」、「資源ごみがこんなにあるとは思いませんで

した」などの感想が、また、保護者からは「リサイクルに対しての意識が高くなった」、「市で取

り組んでいるさまざまな対策を知ることができて良かった」、「ためになる良い教室でした。もっ

とたくさんの人が参加すれば良いのにね」などの声も聞かれました。

　リサイクルの輪を大きく広げるためにも、このような教室を継続して開催していくことが大切

だと感じました。

■問合せ先　市教育委員会��生涯学習課��青少年育成コーディネーター　☎０５５（２６１）３３３９



望月さん（左）は2年間の活動に取り組みます

　
12
月
15
日
、
J
I
C
A
（
国
際
協
力
機
構
）

の
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
カ
メ
ル
ー
ン

に
派
遣
さ
れ
る
望
月
智
子
さ
ん（
八
代
町
）が
、

表
敬
訪
問
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
望
月
さ
ん
は
、
以
前
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
働
い
た
経
験
が
あ
り
、
現
地
で
は

中
高
生
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
い
方
を
教
え

る
予
定
で
す
。

　
「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
カ
メ
ル
ー
ン
と

日
本
の
高
校
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
た
い
で
す
。
ア
フ
リ
カ
は
遠
い
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
け
れ
ど
、
帰
国
し
た
時
に
は
、

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
報
告
を

し
た
い
で
す
」
と
、
望
月
さ
ん
は
笑
顔
で
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　　
11
月
11
日
・
27
日
、
御
坂
町
上
黒
駒
の
炭

焼
き
小
屋
で
「
炭
焼
き
体
験
講
座
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
地
産
地
消
に
よ
る
エ
コ
へ
の

貢
献
や
地
元
林
業
の
役
割
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
後
、
炭
焼
き
を
体
験
。
そ
の
後
、
現
地

ス
タ
ッ
フ
が
２
週
間
に
わ
た
り
小
屋
を
監
視

し
、
炭
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
花
炭
作
り
に
も
挑
戦
し
た
参
加
者
は
、
完

成
し
た
各
自
の
作
品
を
目
の
前
に
し
て
、
感

慨
深
げ
な
様
子
で
し
た
。

本格的な炭焼きに挑戦

同センター職員と通所メンバーの皆さん

　
11
月
17
日
、
第
56
回
山
梨
県
精
神
保
健
福

祉
大
会
に
お
い
て
、
笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議

会
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
精

神
保
健
協
会
長
団
体
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
県
内
の
市
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
の
中
で
、
唯
一
、
精
神
科
医
療
機

関
に
よ
ら
な
い
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
施
設

の
運
営
と
支
援
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
、
精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
や
支
援
者
の
育
成
、
デ
イ
ケ
ア
の
運

営
、
作
業
所
体
験
や
就
労
講
習
会
な
ど
、
地

域
独
自
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
、
精

神
障
害
者
が
地
域
生
活
で
き
る
よ
う
尽
力
し

た
同
セ
ン
タ
ー
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

　
12
月
５
日
、
境
川
児
童
館
で
、
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
点
灯
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
・
２
メ
ー
ト
ル

の
こ
の
ツ
リ
ー
は
、
境
川
児
童
館
と
境
川
保

育
所
が
集
め
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
０
０
本
を

使
い
、
児
童
と
指
導
員
が
３
週
間
か
け
て
作

っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
手

作
り
し
た
「
家
」
も
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
自
分
で
作
っ
た
ツ
リ
ー
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を
あ
げ
て

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
同
児
童
館
職
員
は
、
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

再
利
用
す
る
こ
と
で
エ
コ
に
つ
い
て
関
心
を

持
ち
、
物
を
大
事
に
す
る
こ
と
を
伝
え
た
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ペットボトルツリーを囲む子どもたち

　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
で
は
、
11
月
29
日
、

晩
秋
の
一
宮
町
を
歩
く
「
て
く
て
く
あ
る
い

て
身
近
を
知
ろ
う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
親
子
を
中

心
に
18
人
が
参
加
。
参
加
者
は
、
普
段
は
あ

ま
り
通
ら
な
い
細
い
道
路
を
歩
き
な
が
ら
、

ひ
っ
そ
り
と
立
つ
道
標
や
道
祖
神
に
立
ち
寄

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
尾
地
区
の
条
里
区
画
を
見
学

し
、
青
楓
美
術
館
へ
。
ま
た
、
登
録
有
形
文

化
財
で
あ
る
ル
ミ
エ
ー
ル
石
蔵
発
酵
槽
（
は

っ
こ
う
そ
う
）を
見
学
し
ま
し
た
。

　
す
が
す
が
し
い
天
気
の
下
、
参
加
者
は
息

を
弾
ま
せ
な
が
ら
、
身
近
な
場
所
に
息
づ
く

歴
史
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

関本団長による訓示

　
１
月
４
日
、
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で
、
市
消
防
団
出
初
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
の
賛
助
演
奏
で
、
団
員

の
分
列
行
進
や
消
防
車
の
車
両
行
進
が
行
わ

れ
た
後
、
総
員
が
整
列
。
式
典
で
は
、
関
本

団
長
が
、
「
団
員
に
は
さ
ら
な
る
精
進
を
お

願
い
し
た
い
」
と
訓
示
し
、
ま
た
、
消
防
活

動
功
績
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
県
の
消
防
団
員
操
法
大
会
に
出

場
し
た
八
代
分
団
の
ポ
ン
プ
車
操
法
と
石
和

分
団
の
小
型
ポ
ン
プ
操
法
も
披
露
さ
れ
、
参

加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

パンフレットを手に散策を楽しむ参加者

中学３年生には硬球への対応を指導

力強く誓いの言葉を述べる岡さん

　
１
月
11
日
、
市
内
７
カ
所
の
会
場
に
お
い

て
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
境
川
総
合
会
館
で
行
わ
れ
た
式

典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
岡
亨
洸
さ
ん

が
、
「
境
川
で
育
っ
た
こ
と
を
胸
に
、
一
歩

一
歩
進
ん
で
い
き
ま
す
」
と
、
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
境
川
町
文
化
協
会
コ

ー
ラ
ス
部
に
よ
る
歌
の
披
露
や
、
新
成
人
た

ち
が
、
境
川
小
学
校
卒
業
時
に
か
い
た
20
歳

の
自
分
あ
て
の
手
紙
や
絵
な
ど
が
入
っ
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
封
し
た
り
、
今
後
の
目

標
や
夢
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ
を
行
う
な
ど
し

ま
し
た
。

　
今
年
の
市
内
新
成
人
は
７
８
０
人
で
す
。

　
石
和
体
協
野
球
部
で
は
、
小
学
校
６
年
生

と
中
学
３
年
生
を
対
象
に
同
部
員
が
野
球
を

指
導
す
る
「
野
球
塾
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
や
中
学
野

球
部
員
の
保
護
者
か
ら
の
「
現
役
を
引
退
し

た
子
ど
も
た
ち
に
野
球
指
導
の
継
続
を
」
と

の
要
望
に
同
部
が
応
え
て
平
成
17
年
に
発
足

し
た
も
の
で
、
毎
年
10
月
か
ら
３
月
の
進
学

前
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
塾
は
、
野
球
の
レ
ベ
ル
向
上
と
と
も

に
感
謝
の
心
や
強
い
心
な
ど
精
神
面
も
養
う

こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
青
少
年
の
育
成
を
目

指
す
も
の
で
、
参
加
者
は
年
々
増
え
、
現
在

で
は
、
市
内
外
の
小
・
中
学
生
合
わ
せ
て
60

人
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち
が
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。



　愛のメッセージカード作製キットをプレゼ

ントします。（なくなり次第終了）

■日時　2月1日(日)～14日(土)

　　　　午前10時から

※2月1日は、午前10時30分からカードの

作り方講習会を開催します。

■場所　市内各図書館

　各図書館で、映画上映会や

雑貨作りなどを行います。

■日にち　2月22日(日)

■場所・時間　

　○石和図書館　午後2時から

　　「私の頭の中の消しゴム」上映会

　○御坂図書館　午後2時から

　　「プレステージ」上映会

　○一宮図書館　午後2時から

　　「春のソナタ」上映会

　○八代図書館　開館時間中

　　「夫婦の日��特集コーナー」

　○春日居図書館　午前10時30分から

　　「古新聞でエコバック作り」

「ご夫婦さまの心得」斉藤茂太�著
「明日の記憶」　　　荻原　浩�著
「夫から妻へ　妻から夫へ
　60歳のラブレター」　　NHK出版��編

�おすすめの本を、ほかにもご用意しています。

カードの作り方講習会

　2月10日の「ニットの日」にちなみ、初心者向けの編み物教室を行い

ます。男女を問いませんので、あなたも「～編み物の貴公子～広瀬光治

さん」を目指し、編み物に挑戦してみませんか。

■日時　2月14日（土）　午後2時から　　■場所　一宮図書館　　　■参加費　無料

　県立科学館天文ボランティアによる観望会を開催します。

■日時　3月3日（火）　午後7時から　　　　■場　所　学びの杜みさか・御坂図書館

■定員　30人　※事前申込が必要です。　　■参加費　無料
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　ハウス桃園で美しい桃の花のお花見を楽しみながら、ゆ

ったりのんびりしませんか。

※開園初日は入園料無料になります。また、石和町文化協

会邦楽部による演奏と茶道部による野だてが行われます。

■開園日時　２月14日（土）～３月中旬

　　　　　　午前10時～午後３時

■入園料　　１人500円（10人以上の団体は、１人300円）

　　　　　　○時間制限なし、ジュース付きです。

　　　　　　○小学生以下は無料です。

■受付場所　ＪＡふえふき富士見直売所

　　　　　　※予約なしでも、受付当日にご利用いただけ

　　　　　　　ますが、団体の方は事前にご予約ください。

■その他　　○食事・飲み物などの持ち込みは自由ですが、火気の使用はできません。

　　　　　　○簡易トイレ、机、シートは用意されています。

■申込・問合せ先　　○開催期間前　ＪＡふえふき富士見支所　　　　　　　　　　☎055（262）2158

　　　　　　　　　　　　　　　　　市産業観光部　観光商工課　観光企画担当　　☎055（262）4111

　　　　　　　　　　○開催期間中　ＪＡふえふき富士見直売所　　　　　　　　　☎055（262）3853

お花見を楽しむ人々

　市では、笛吹市桃の花まつりの一環として、第５回笛吹

市いちのみや桃の里マラソン大会を開催します。皆さんの

ご参加をお待ちしています。

■日程　４月12日（日）　※雨天決行

■部門　○ハーフマラソン

　　　　　　　　　一般男子・女子中学生以上の部

　　　　　　　　　壮年男子・女子40歳以上の部

　　　　○１０㎞　一般男子・女子中学生以上の部

　　　　　　　　　壮年男子・女子40歳以上の部

　　　　○親子・ファミリー3.5㎞（親子または満40歳以

　　　　　上の保護責任者と小学生のペア）

■定　員　　先着�4000人

■参加費　　一般�3000円　　中・高校生�2000円　　親子・ファミリー�4000円

■申込方法　A・Bどちらかの方法で、大会エントリーセンターにお申し込みください。

　　　　　　（A）インターネット・携帯サイト（参加費支払いは、コンビニ払い込みかクレジットカードで）

　　　　　　（B）郵便局（参加費支払いは、所定の郵便振替用紙で）

■申込期限　３月２日（月）必着　※ただし、定員になり次第、締め切りになります。

■問合せ先　マラソン大会実行委員会（市教育委員会スポーツ振興課内）　☎055（261）3338

春らんまんの道を走る参加者

▼笛吹市在住の方の中には、青年海外協力隊
員として海外で活躍された、されている、ま
たはこれからされる方が何人もいらっしゃい
ます。今回、カメルーンに派遣される望月さ
んにその志望理由をお聞きしたところ、「異
文化や他の国の人々に触れることで経験を広
げてみたいから」と話していました。そう語
る望月さんの笑顔は、たくさんやりたいこと

を胸に抱いているという印象で、輝いて見え
ました。ところで、望月さんから聞いて意外
だったのは、事前研修で学んだ言語がフラン
ス語だということです。調べてみたところ、
カメルーンの公用語は、フランス語と英語な
のだそうです。現地発祥の言語が公用語だろ
うと思い込んでいた私には、目からうろこの
出来事でした。　　（H）
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